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休日診療事業の状況 

(1)休日診療事業 

日曜日、国民の祝日等の休日及び年末年始において診療施設を確保し、東京都指定二次救急医療

機関とともに急病患者に対する診療を行っている。 

・実施方法   武蔵野市医師会・武蔵野市歯科医師会・武蔵野市薬剤師会の協力 

・周知方法   市報、市ホームページ、市内医療機関に案内を掲示 
 

実 施 方 法 

区分 診療・開設時間 医療機関 

休 日 午前 9時～午後 5時 市内 5病院（※1）輪番 

（内科・小児科系） 休 日 準 夜 午後 5時～午後 10 時 

休 日 ・ 全 夜 間 毎日の夜間と休日の 24時間 東京都指定二次救急医療機関（※2） 

休 日 歯 科 

午前 9時～午後 5時 

市内診療所輪番 

休 日 耳 鼻 科 
都内医院割当 

休 日 眼 科 

休 日 調 剤 薬 局 
武蔵野管理センター薬局 

（市薬剤師会武蔵野管理センター） 

※1：松井外科病院、吉祥寺南病院、森本病院、吉方病院、武蔵野陽和会病院 

※2：松井外科病院、吉祥寺南病院、森本病院、吉方病院、武蔵野陽和会病院、武蔵野赤十字病院 
 

年度別実施結果 

*25年度の数は速報値 

 

25 年度休日・全夜間医療機関別件数 

病院名 内科・外科 小児科 合計 病院名 内科・外科 小児科 合計 

Ａ病院 14,726 7,410 22,136 D 病院 2,002 0 2,002 

B 病院 1,611 0 1,611 E 病院 454 0 454 

C 病院 1,302 0 1,302 F 病院 1,298 0 1,298 

 合計 21,393 7,410 28,803 
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21 

3 

216 4,007 

１ 

72 316 365 40.300 78 334 17 147 5  33 72   981 

22 213 3,529 71 244 365 34,523 77 301 16 120 8  91 71 1,127 

23 213 3,476 71 281 366 32,109 77 321  2  22 8 107 71 1,161 

24 216 3,761 72 313 365 34,180 78 343  3 71 6 42 53 1,072 

25 213 3,644 71 224 365 28,803 76 318 1 20 4 18 52 1,066 
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(2)インフルエンザ休日診療事業 

インフルエンザ患者の急増に備え、診療所及び調剤薬局を追加開設した。 

・開 設 日       平成 26年 1月 26日（日）から 2月 23日（日）までの休日（実日数 6日） 

    ・実施機関  

① 診療所（医科） 

年 

区分 
24 25 

開設実日数 6 6 

診療所数 12 12 

受診者数(うちインフルエンザ患者数) 167（26） 362(161) 

  

② 調剤薬局 

    年 

区分 
24 25 

 開設薬局数 ９ 11 

処方箋取扱数 230 302 

 

 

(3)新型インフルエンザ休日診療事業 

 21年度 22年度 

延医療機関数 66医療機関 18医療機関 

延薬局数 56薬局 15薬局 

診療患者数 1,117人 424人 
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救急医療体制について（東京都保健医療計画より） 

都における救急医療体制は、国の「救急医療対策事業実施要綱」等に基づいて、入院を必要としな

い軽症患者に対する初期救急医療機関、入院を要する中等症患者に対する二次救急医療機関、生命危

機を伴う重篤患者に対応する三次救急医療機関を基本に校正されている。  

 

初 

 

期 

主として自力来院者を中心に、入院を必要としない軽症の救急患者に対する初期医

療を担当する医療機関とし、次の要件を満たすもの 

１ 内科・外科・小児科等の一般外来診療機能を持つ。 

２ 診察の結果、初期救急医療機関では十分な対応が不可能と思われる救急患者は、

二次又は三次救急医療機関等との連携の下に転院を行う。 

二 

 

次 

 原則として固定・通年制で、入院治療を必要とする救急患者の医療を担当する医療

機関とし、次の要件を満たすもの。なお、地域の事情等から輪番制とする場合は、当

番日において必要な要件を満たしていることが必要である。 

１ 救急患者の受入れの依頼があった場合は必ず診療することを基本とする。 

２ 急性疾患や外傷等に対する診断、救急処置（応急的な救命処置を含む。）及び必

要な検査が24 時間対応可能である。 

３ 救急蘇生法をはじめ、急性疾患や外傷等に対する診断と救急処置ができる医師及

び救急患者に対応できる看護師を確保している。 

４ 救急患者の状態により必要な検査ができる体制を確保している。検査技師・診療

放射線技師は常駐が望ましいが、少なくともオンコール体制を確保している。 

５ 救急患者のための専用病床又は優先的に使用できる病床を有している。 

６ ｢救急病院等を定める省令( 昭和39(1964) 年厚生省令第8 号)」に定める、救急医

療を行うために必要な施設及び設備並びに救急隊による傷病者の搬送に適した構造設

備に関する基準を満たしている（「救急告示医療機関」という。）。 

三 

 

次 

 二次救急医療機関では対応できない複数の診療科領域にわたる重篤な救急患者に対

し、高度な医療を総合的に提供する医療機関とし、次の要件を満たすもの 

１ 重篤な救急患者を、常に必ず受け入れることができる診療体制がある。 

２ ＩＣＵ、ＣＣＵ等を備え、重篤な患者に対し、常時高度な治療が可能である。 

３ 医療従事者（医師、看護職員、救急救命士等）に対し、必要な研修を行う体制を

有する。 
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（東京都保健医療計画＜平成 25年３月改定＞）より抜粋） 
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休日診療の案内～武蔵野市報～ 

 

＜平成 25年７月１日号市報＞ 
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＜平成 25年 10月１日号市報＞ 

 

 

 

 

 


